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森田 青木文教師将来チベ ット仏画の色彩と彩色技術

    青木文教師将来チベット仏画の色彩 と彩色技術

             森  田  恒  之*

 は じ め に

 かつて青木文教師がチベット地域で収集 し,現 在,国 立民族学博物館が所有する民

族学資料のうち,彩 色のある宗教絵画(以 下,チ ベット仏画と記す)5点 について,

自然科学的手法を用いてその制作技術および色彩について若干の検討を行 ってみたの

で概要を報告する。調査の対象とした標本資料名は次のとおりである。

 1) 八大菩薩図像 (標本番号64686 目録番号1)

 2) 三種寿神図像 (標本番号64688 目録番号3)

 3) パ ドマサンバヴァ図像 (標本番号64689 目録番号4)

 4) ヘーヴァジュラ画像 (標本番号64690 目録番号5)

 5) カーラチャクラ図像 (標本番号64691 目録番号6)

 なお青木文教師収集資料に含まれる絵画類で彩色のあるものはこれで総てであり,

他は木版印刷,墨 書などである。本稿では標本資料の識別は併記した目録番号で行う。

太字の算用数字はすべて目録番号である。

1.調 査 項 目 と方 法

 調査は次に掲げる各項目について,そ れぞれ付記したような方法で行 った。

 1.1彩 色 面 の色 彩 計測

 光電色差計(日本電色工業 CP 6-303 D)を 使用 し,XYZの3刺 激値を直読計測 し

た。測定は原則 として測定面上で受光器を数 ミリずつ移動 して,3回 計測 しその平均

値を得た。 この測色器械は受光器の構造上,計 測対象となる色面が直径20mmの 円

形以上の大きさを必要 とする。従って調査はこの大きさの面積が肉眼視によってほぼ

同一色 で塗 られた部分に限定 し,同 範囲内に明らかに2色 以上の彩色を持つ個所は測

定を行わなかった。このため測定 した色は5点 の標本資料に使われた代表的色彩のす

べてではない。
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 1.2 支持体 の材 質 およ び構造

 視判および光学顕微鏡による観察によった。広視野のものは実体顕微鏡により,ま

た表面加工材および繊維判定には長さ1mm以 下の試料採取のうえ顕鏡した。

 1.3 彩 色材 料 の同定 お よび彩色 技術の検討

 軟X線 を用いた透視撮影と微量化学分析を併用した。5枚 のX線 写真はいずれも

25KV,3mA,90 sec.の 条件で撮影し,使 用した感光材はサクラリスフィルム(SD-

115)の 四切判である。なお本稿挿図として利用 した全図のX線 写真は前記条件で分

割撮影 したフィルムを6×7判 で再撮影し,紙 焼きした上で合成 したものである。

 X線 写真に基き,彩 色に用いた顔料の大まかな推定を行 ったうえで,画 面の巻き折

れ傷その他の損傷部分に付着 している微小塗膜片(径0.2mm前 後)を 採取 し,顕 微

鏡†で湿式反応分析を行 って生じた反応または生成 した結晶形により顔料の種類の判

定を行った。

 彩色法などの技術判断にはX線 写真と20～40倍 程度の実体顕微鏡を併用した。

2.色   彩

 目録番号1よ り8か 所,同 様に3よ り14か所,4よ り10か所,5よ り7か 所,6よ

り9か 所の合計48か所について測色を試みた。場所の選択は径20mm以 上という面積

の制約によるところが大きい。 測定個所は写真AN～ENに 記入 しておいた。光電

色差計で得 られる3刺 激値を次式に従ってCIE色 度座標値に転換 した。結果は表1

のようになる。

     x=Y, x=x/(x十Y十z), ノ=Y/(x十Y十z)

 こうして得 られた彩色の測色結果を日本および中国の標準的な色彩と比較 してみた。

参考としたのは『中国色名総覧」[CPC編 1979]で ある。この書は1957年 に中国で刊

行された 『色譜』に記載された625の 中国色名,慣用的な530の 日本色名(外 来色名110

を含む),ア メリカの一般色名267を対比し.それぞれの色名がもっともよく代表する色

を色の三属性を用いた修正マンセル値を用いて平面図表上にプロットした ものである。

 今回測色 したチベ ット絵画の色彩 と同書の色の表示はそれぞれCIE,修 正 マンセ

ルと表示方法が異るのでどちらか一方に統一 しないと比較が出来ない。そこで表1に
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表1 チ ベ ッ

1 (64686)

ト仏画の色彩測定値(CIE値)

位置

1

2

3

4

5

6

7

8

レ
0.290

0.402

0.524

0.256

0.326

0.353

0.316

0.246

0.365

0.395

0.363

0.297

0.373

0.34

0.374

0.266

Yc

17,5

28,0

20.5

11.6

19.8

46.8

18.9

6.7

3 (64688)

位置

 1

 2

 3

4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

14

x

0,272

0.247

0.231

0,307

0.309

0.540

0.357

0.260

0.256

0.255

0.254

0,348

0.314

0。314

v

0.269

0.251

0.246

0.361

0.356

0.365

0.324

0.299

0.292

0.291

0.291

0,391

0.359

0.36

Yc

8.4

6.6

6.5

23.3

26。6

22.5

45.5

17.6

18.3

17.7

17.2

23.8

34.2

34.2

4 (64689)

位置

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

8

9

10

レ
0,265

0.339

0.363

0.37

0.299

0.283

0.327

0.381

0.363

0.428

lY・

0.265

0.386

0.38

0.371

0.327

0.317

0.341

0,357

0.382

0.392

5.0

10.8

21.0

24.6

11.7

11.1

14.5

31.7

20.2

25.1

5 (64690)

位置

1

2

3

4

5

6

7

x

0.284

0.277

0.279

0.295

0.300

0.299

0.362

0.313

0.285

0.313

0.284

0.290

0.324

0.370

Yc

13.1

7.8

11.9

8.1

8.5

17.0

12.7

6 (64691)

位置

1

2

3

4

5

6

7

8

9

x

0.231

0.235

0.320

0.293

0.316

0.456

0.404

0.273

0.359

0.250

0.255

0.382

0.376

0.380

0.334

0.397

0.277

0.353

Yc

6.6

6.4

11.8

12.7

18.4

12.1

35.9

7.1

39.9

註)位 置欄 に付 した数字は写真AN～EN

   (PP.220-228)の 中に記 入 した数字

   位 置にそれぞれ対応 してい る。
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示 した色 度値 を 日本 工 業 規 格(以 下 単 にJIsと 記 す)z-8721〈 三 属 性 に よ る色 の表

示 方 法〉 の6.(色 の 表示 記 号 の定 め 方)の う ち(1)x,ク,Yの 値 か ら定 め る方 法 に従

って 修正 マ ンセ ル方 式 に よ る色相(Hue),明 度(Value),彩 度(Chroma)の 値 に変

換 した 。変 換 は主 と して 同規 準 に よ る付表2と 付 図1～9を 用 いて,刺 激 値Yを 無 彩 色

基 準 でV値 に換 算 した の ち,付 表 の グ ラ フか ら 目測 に よ る読 み と りを 行 い,色 相(H),

彩 度(C)に つ いて 小 数点 以下1け た の補 間 を行 った 。 さ らに,表 示 を 『中 国色 名総

覧 』 の そ れ と一 致 させ るた め に前 記 規 格 の付 表1〈 三 属性 に よ る色相 系 の基 準(有 彩

色)〉 を もと に,H値 を2.5,5.0,7。5,10.0の いず れか に寄 せ る近 似補 正 を 加 えた 。

 こう して 得 た チ ベ ッ ト地 方 の 宗 教 画 に 用 い られ た 色 の 値 を,『 中 国色 名 総覧 』 に記

載 され た 日本 お よび 中国 の 色 の 値色 相 ご と に同 一平 面 上 で重 ね て プ ロ ッ トしたの が 表

〈チ ベ ッ ト仏 画 と 日本 ・中 国 の慣 用 色 名 の三 属性 〉(PP.231-249)で あ る。こ の作 表 形

式 は前 掲 書 の 色 名 地 図 の形 式 を そ の ま ま借 用 した もので あ るが,同 書 で 図上 に添 記 さ

れ た 日本 お よび 中 国 の色 名 呼 称 はす べ て割 愛 した。 こ の考 察 が色 の名 称 自体 を対 象 と

して い な いか らで あ る。 なお 本 項 の文 中 で カ ギ カ ッ コを用 いた 色 名 はJls z-8102に

準拠 した色 名 表 示 で あ る注)。

 色 名 の分 布 が 民 族 に よ って 個 体 差 を 持 つ こ とは 既 に知 られ て い る。例 え ば 日本 色 名

で 山吹色,玉 子 色,飴 色 な どを 含 む10YRと2.5Yを 見 ると,中 国 の色 名 が 明 度7以

注)Jls z-8102-(1961)は 色名を次のように規定 している。(抜 粋)

 3.一 般色名 一般色名は,4.に 示す基本色 名お よびそれに5.に 付す修飾語を付けたもの と

  する。

 4.基 本色名

 4。1有 彩色の基本色名 有彩色の基本色名は,表1に 示す ものを用 いる。

              表1 有彩 色の基本色名

基 本色 名 読 み 方

  赤

黄赤(ダ イダイ色)

  黄1)

  黄 緑

  緑

  青 緑

  青

  青 紫

  紫

  赤 紫

あ か

きあか(だ いだいいろ)

き

きみどり

みど り

あおみどり

あ お

あおむ らさき

む らさき

あかむ らさき

       注1)黄 は,黄 色(き いろと読む)と して もよい。

4.2色 相 名 表1に 示す有彩色名は,色 相名 として用いて もよい。

5.3色 相に関す る修飾語 色相 に関する修飾語は,表4に 示 すものを用 いる。
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上の色に偏在 しているのに対 して,日 本の色名はこれより低い明度3～8,し かも比

較的低彩度の色に分布の中心があるのが分かる。後者の色域に含まれる色名には辛子

色,桑 色,黄 土色,赤 金などがある。

 また別の例として,JIsz-8102の 参考1,表1〈 一般色が代表する色の三属性によ

る表 示 〉記 号 とア メ リカで色 名表 記 の 標準 に 使 わ れ るISCC NBS Centroid Color

Standardに 示 され た色 域 を 比 べ て み よ う。 「ふ か い 赤 」(5R 2.5/10)に 対 応 す る

「deep red」(2.5～5R,2.0～3.5/9～11)は ほぼ 一 致 す るが,こ れ に隣…接 す る 「にぶ

赤」(5R 4/7)と 「modcrate rcd」(2.5～5R(3.5～5.5)/(7～11))で は ア メ リカ の 色

の方 がや や 明 る く,鮮 や か な もの を示 して い る。 この よ うに個 有 の 色 名 で な くと も言

語 表 現 の色 と実 際 の色 の間 に は文 化 的 な差 が 生 じて い る。

 文 化 に よ る色 名分 布 の偏 りは,色 その もの へ の 好 み の偏 りを 反 映 し,好 み や 識別 度

の高 い色 は色 名 数 も多 くな る と考 え られ る。

 と こ ろで 宗 教絵 画 で は しば しば教 義 の図 像 学 的 意 味 づ けの た め に,持 物 や形 相 とと

もに細 部 に至 るまで 各 部 分 の 色 が指 定 され る こ とが あ る。 宗 教 の 分 布 域 が 広 い ほ ど に

色 の指 定 は 「濃 く鮮 や か な 赤 」 「ご く暗 い 茶 」 の よ うな一 般 名 を と り易 く,そ れ ぞれ

の土 地 で は指 定 さ れた 色 名 の持 つ 一 般 的 色 域 の 中か ら地 域 の文 化 に 適 合 した よ り狭 い

範 囲 の 色 が選 択使 用 され る。す な わ ち,宗 教 絵 画 の よ うに各 部 分 に 彩 色 す べ き色 彩 が

既 に定 ま って い る,言 い か え る と 「固有 色」 が存 在 す る ほ ど にそ れ ぞ れ の 色 に 地域 差

が 現 れ 易 い とい う こ とが 出来 る。

表4 色相 に関する修飾語

修 飾 語 読 み 方 適用 す る基本 色 名

赤 み の あかみの

黄 み の  き み の

緑 み の みどりみの

青 み の  あおみの

紫 み の1む らさきみの

紫～(赤)～ 黄  無彩色の基本色名

赤～(黄)～ 緑  無彩色の基本色名

黄～(緑)～ 青  無彩色の基本色名

緑～(青)～ 紫  無彩色の基本色名

青～(紫)～ 赤  無彩色の基本色名

    備考 か っこをつけたものは,た とえば6赤みの赤(な どを用 いない こ

       とを意味する。

    例  赤 みの黄,黄 みの黄赤,緑 みの青,青 みの明るい灰色

参考1 一般色名を代表する色の三属性 による表示記号は,表1の とお りとする。

  参考1・ 表1で 色相名に対応する色相の表示記号 として使われている値は次 のとお りであ

 る。

  赤5R黄 赤5YR黄5Y

  黄 緑 2・5GY  緑  2.5G   青 緑 2.5BG

  青2・5PB青 紫10PB 紫5P

  赤 紫   2.5RP    (無彩色)  一
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 今回の標本資料調査にあたって測色 した個所は,面 積条件の許す限り,「 固有色」

としての性格を持ち易い場所を選定 してある。しか し筆者はチベット仏教自体には全

く知識を有さないので,そ れが宗教的に定義 された固有色の個所であるか否かは保証

の限りではない。

 日本 ・中国の色名地図にチベット絵画に使用された色を重ねてみるといくつかの特

性が見えて くる。各色相ごとに日本の色名が集っている範囲をJ域,中 国の色名が集

る範囲をc域 と設定 しよ う。 図上の色値点xが(x∈J)〈(κ ξc)で あるとき 「x

点 は日本型」,逆に(庭J)〈(x∈c)で あるとき 「x点 は中国型」,ま たx∈(J∩c)

であるとき 「x点は両性型」 と仮に名づけると,調 査対象としたチベットの色彩tも

しくはその集合Tか らは次のような傾向が読みとれる。 すなわち 「赤」か ら 「黄赤

(ダイダイ色)」 は両性型,「 黄赤」から 「黄」 は 「両性型」 またはやや 「日本型」,

「黄」から 「緑みの黄緑(7.5YG)」 までは 「1ヨ本型」,「緑」の周辺は 「中国型」もし

くは 「両性型」,「青緑」周辺は 「中国型」,「青みの青緑(2.5B)」 か ら 「青」にかけ

ては 「日本型」,「青」から 「青紫」は 「両性型」またはやや 「中国型」。「青紫」以遠

は判断不能。全体として見ると,「緑」から 「青緑」にかけて 「中国型」傾向が強く,

次いで 「青紫」に近いところでややそれに近いかと思われる傾向が認められるが,そ

の他の広い色域に属する色は 「日本型」の色域にかなり共通性を持 っているようだ。

ここに見 られる色は色彩という観点のみから見れば日本人にとって受入れ易いものと

いえる。 しか し,こ の点に関しては日本人である収集者の民族的好みが収集に当って

全 く反映 しなかったかという点では若干の疑問を残す。ともあれ,チ ベット絵画の色

彩感覚が現代中国および日本で標準と考えている色彩範囲のいずれともズレを持つこ

とは確実といえよう。

3.支 持 体 と下 地 材 質   '

 線を引いたり,彩 色を施すための面を構成する材質部分を 「支持体」と総称する。

油絵における麻布(カ ンバス),水 墨画の和紙や絹布,壁 画の壁体などはいずれも支

持体の例である。

 一般に支持体の表面には細かい凹凸があって,均 質な着色がやりにくいことが多い

ので,異 物を用いてこれを充填 して表面をなるべ く平滑に近づけ,か つ彩色に用いる

色材(絵 具)と 支持体の接着を良好にしてお くために,彩 色に入る前に支持体の表面

に施しておく。この加工を 「下地作 り」と呼び,出 来た層を 「下地層」と呼ぶ。絵画
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図1

絵画の一般的構造

図2

調査 したチベ ッ ト仏画 の構造

のように彩色の色を重視するときは,支 持体の表面色が彩色の発色を妨害 しないよう

に下地層の色に発色調整機能を与えることもある。有色支持体の表面を白く塗るのは

その例である。下地層は別名,目 止めとも呼び,洋 紙のサイジング,塗 装板のとのこ

塗りなども該当する。

 絵画の一般的な構造は図1の ようになる。

 調査を行った5点 の標本資料について,支 持体および支持体の材質と構成は図2お

よび表2の とおりである。

 画用布の概略を知るために糸の太さと織密度を併記 しておいた。織り方は5点 とも

平織りである。糸の撚 り方はしばしば文化による差が生 じる。対象とした5点 は2例

の縦糸がS撚 り,そ の他はいずれもZ撚 りであった。 これ らの画用布は織糸の細さ

と細かい織りの密度のために,外 見的には絹布を思わせるがいずれも木綿布である。

 下地層は画面の表裏両側にやや黄灰色がか った白色顔料を塗布 してある。織布の凹

部を丁度充填 し,わ ずかに糸の交叉する凸部の頂部が時々のぞく程度である。顔料に

対する斑てん分析による結果は,鉛,カ ルシウム,マ グネシウムを全 く検出せず,ア

ルミニウムのみを確認した。ケイ酸に対する反応確認は試料が極超微量のため行 って

表2

目録番号

1

3

4

5

6

繊 維

木 綿

木 綿

木 綿

木 綿

木 綿

織

平 織

平 織

平 織

平 織

平 織

織 糸 密 度
(本/cm)

タ テ レ コ

32

22

15

15

16

36

22

19

19

16

撚 糸 径 (
mm)

タテ糸1ヨ コ糸

0.2

0.2～0.3

0.2～0.4

0.3

0.2

0.2～0.3

0,2～0.4

0.3

0◆2～().3i().2～O.3

撚 糸 方 向1)

タ 引 ヨ コ

S

S

Z

Z

Z

Z

Z

Z

Z

Z

1)撚 糸方向は ミ となるものをSづ となるものをZで 表示してある・
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いないが,酸 アルカ リに対する安定は極めて良好である。想定 しうる白色顔料は白土

(別名,カ オ リンAl203・2SiO2.2H20)が 最 も有力である。この顔料は日本でも鎌倉

時代初めころまで主要な白色として使われたが,そ れ以後は胡粉CaCO3が 代って,

今日では絵具としてはほとんど使われることがない。

 展色剤は最終的な確認を行 っていないが,顔 料粒子を包みこむ淡黄褐色の透明膜が

顕微鏡下で認められた。この膜は温水中にしばらく放置すると一部が溶解し,無 機酸

類とくに稀硫酸に簡単に溶解するので 「にかわ」ではないかと思われる。この推定は

絵画の裏面の実体顕微鏡下での表面観察から,下 地層に走る微細亀裂の形状によって

も可能である。

 なお両面に下地を施 した最大の理由は,主 要尊像と対応する裏側位置に梵字の記載

(墨もしくは朱)を 細字で行うためであったと考えられる。

 なお,表 具もすべて布で行われていて,日 本の表具用語で言う 「つけ回し」に相当

する画面の周囲の辺布部分を裏か ら補強するあて布 もすべて木綿であった。この布は

画面支持体と異 り,太 く粗い織 りであることに加え,淡 茶褐色に似た観を提している。

表側の表具布は調査未了である。

4.彩 色 に 用 い た絵 具

 使用を確認 した顔料はつぎのとおりである。色名欄に記 した名称はごく一般的なも

ので,第2節 の測色結果で用いたような規則に基 く定義を持つものではない。

 皇

 通例,白 色顔料は2つ の機能を満すたために用いられる,第1は 白色を表現するた

め,第2は 他の顔料と混ぜて明度を高めるためである。5点 の標本資料について,白

色に仕上げられた色面部分はすべてX線 の透過率が極めて高 く,写 真AN-ENと

AX-EXを 対応させるとX線 写真の対応する部分が いずれも真黒になって いる。

このことは,問 題の白色が低分子量の顔料であることを示す。

 採取できた6点 の試料 (1建 物の白壁,上 部飾花の花弁;3台 座蓮華;4本 尊背

部;5右 手脇侍の肌色;6本 尊の持物)の いずれについてもアルミニウムの含有のみ

を確認 した。酸アルカリに対する耐性 もよい。従って良質の白土Al203・2SiO2・2H20

と判断する。 なお下地に使われたものより視覚的に明度が高 く(白 さが大きい),顕

微鏡下でも比較的粒子径が揃 っていることを確認 した。良質の白土を水ひなどの方法

でよく精選 した ものと思われる。
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 墨

 細い輪郭線以外に単色で使用 した個所がなく,試 料が得られなかった。顕微鏡下の

観察では煤煙を原料とする墨の線 と判断できる。

 赤および濃橿色

 X線 写真では,い ずれも濃色の個所はX線 の透過が悪 く,白 い映像を作っている。

ピンクに近いごく淡い赤色の個所では白色個所に近い透過良好の場所が識別できる。

赤色には2種 類以上のものが使われていることになる。

 濃赤または濃榿色をした3つ の試料(1建 物左側の赤幕;5本 尊光背の火焙;6左

上脇仏の頭光)は いずれ も稀塩酸,稀 および濃硝酸,稀 硫酸,IN水 酸化ナ トリウム

のいずれにも全く反応 しない。またこれら試薬によって展色剤の成分が分解 しそれぞ

れ単一粒になった顔料粒子は,透 過光でやや透明になった。この線から顔料は朱,す

なわち硫化水銀HgSと 判定する。

 ピンク

 1の 香華および本尊の肌色,3蓮 華座の蓮片,そ の他6を 除 く各標本資料に描か

れた脇仏の肌色に用いられた色はいずれ もX線 写真では白色に準ずる高いX線 透過

を示 している。 これ らの個所について試料を採取せず実体顕微鏡で観察したところで

は,い ずれ も多量の白色の中に微量の紅色色料を含んだものである。 一例に1の 上

             写真 F

目録番号3(64688)台 座蓮片の拡大(×75),全 体を淡いえん じ(色 素)

で着彩 し,か つ未溶解のえん じの微粒子が斑点状 に混 っている。左手 の

白い部分は未着色のまま残 った白土下地 。
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部の飾花の花弁部分を写真Fに 示す。 同所および5左 上脇仏より得た試料片は白土

と紅色半透明(透 過光)の 色料片を含んでいる。紅色片の定性は未了であるが,わ ず

かに白土を染色している部分があるので紅色は有機色素であり,粒 形,透 過光による

色彩などか らはえんじ(燕 脂Lac)で ある可能性が高い。

 オレンジ

 1お よび4に 見 られる屋根の太い輪郭は朱よりX線 の不透過率 が高い。 両標本

より各1の 試料を採取 し,定 性反応を得た結果いずれからも,鉛 が検出された。稀硝

酸に対 して発泡を伴わず溶解するので鉛丹(四 三酸化鉛Pb304)で ある。

重

 3の 上部にある三尊中の中尊頂部に使われた鮮やかな黄, および4左 下角の2個

所のみ確認試料を得た。この他出所不明試料片(軸 装開封時に落片として収集 したも

の)1片 を5よ り得た。 いずれも白(白 土)を 含んでおり,そ の表面を着色 したも

のである。水に一部溶出し,水 酸化ナ トリウムで赤褐色に変化する反応を得た。ガン

ボージGamboge(和 名 ・しおう)と 思われる・

 裡

 X線 写真は緑色部分に対していずれも不透過を示 している。 色の濃淡と写真の不

透過程度がほぼmし ているのが分る。

 緑色を使用 している個所はかなり多 く,9つ の試料(1樹 葉および右下角;3下 辺

中央地色,上 辺小仏像の光背;4樹 葉,小 仏像光背;5出 所不明1;6下 辺草地・出

所不明片1)の いずれもが定性分析により岩緑青(マ ラカイ トGuGO3・Cu(OH)2)

であった。

 色味の違いにより粒子径に若干の差異が認められ,一 部の明度の高い色は白土を混

じてある。

 章

 X線 写真では目立ってX線 の不透過を示 している。試料(1の 空および本尊光背;

3の 空,雲;5の 本尊両足各1,背 景地,蓮 辺;6の 空)の いずれもから銅を検出し・

岩群青(ア ズライト2CuCO3・Cu(OH)2)で あると判断した。5の 本尊は濃淡2色

の青を使いわけているが,濃 色のものはかなり粗粒であるのに対 し,淡 色はやや微粒

のものに相当量の白土を添加している。同所の濃色部には若干の黒(微 粒炭素)が 混

入 している。また1,3の 濃暗色をした空の部分は指触で粒の粗さを十分に感じとれ

るほどである。原則的には粒子径の差で濃淡を作 り,あ る限界以上に白(白 土)ま た

は黒(墨)そ の他の顔料を添加して色味を整えている。
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 褐色(茶 色)

 3の 右上脇侍の肌色より得た茶色の試料片 から主成分に鉄 を検出した。 ベンガラ

(過酸化鉄Fe203)と 認定する。 試料は1例 であるが他にも類似色が用いられている

ほか,蓮 華座の蓮片などピンク色の暗色部には微量の同色粒子の混入が認あられる。

 また1,6の 本尊の肌色(金)の 下塗 りとして,や や灰色がかった明るい黄土が用

いられている。ここにも鉄を確認 した。粗製黄土もしくは粘土等の土性顔料である。

錘

 前項に記した1,6の 中心部の肌色のほか,す べての標本資料の描線に金色を用い

ている。1の 樹葉より得たマラカイ ト片に付着 していた金色はかなり良質な金Auを

用いているようで,十 分に耐薬品性を有 した。実体顕微鏡下での所見では多くの場合,

金は小さい薄片の集合として彩色面の表面に薄 く並んで見える。一度箔にした金をに

かわ液の中で細か く砕いて使用しているものと考え られる。

 これ らをまとめてみると,使 用を確認 した顔料は表3の ようになる。

 彩色における絵具層の層厚は全体が0.2mm前 後で,ほ ぼ均一一で ある。 顔料 粒子

の粗密がわずかに厚みに変化を与えているが,そ の差異は無視 して支障ない程度であ

る。

表3 チベ ット仏 画に用い られた顔料

白

黒

赤

榿

黄

白土

墨

朱(バ ー ミリオ ン),燕脂

鉛丹

ガ ンボージ+白 土

緑

青

褐

金

岩緑青(マ ラカイ ト)

岩群青(ア ズライ ト)

黄土,ベ ンガラ

金

 展 色 剤

 画面で実体顕微鏡で仔細に点検すると,顔 料粒子が密なる個所では必ずといってよ

いほどに,微 細なクレーター状の球面くぼみが多数発見できる。これは絵具の固化以

前にその内部か ら発生 した気泡の蒸発痕と見られる。近代のゼラチン工業の発達によ

って消泡剤添加を行うようになる以前のにかわを使用したときに見られる代表的現象

である。にかわは加温溶解すると多小の気泡を生 じ易いが,顔 料と混じて支持体に付

着 したところで,急 に凝固点以下に液温が下ると固るために気泡痕が残在するのであ

る。展色剤を抽出しての定性試験を行 っていないが,こ うした見かけ現象から展色剤

主成分は 「にかわ」と推定する。
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5.彩 色 技 術

 5点 のチベ ット仏画はいずれも,基 本的に支持体,下 地層,絵 具層の3つ の層から

出来上 っている。ここではとくに絵具層の層構成と彩色手順を触れておきたい。なお

それぞれの標本資料が持つ美的価値の優劣は一切論外とする。

 彩色は下地層の上に細い墨筆の線で,表 出すべきものの形体の輪郭を描 くことで始

っている。この墨線はほとんどが彩色の絵具層の下に入って見 ることが出来ないが,

わずかに白色の薄い絵具層あるいは表層が損傷 し下地がのぞける個所のいくつかから

その状態を推定することが出来る。写真G-2(P.230)は その一例であるが,か なりし

っかりした一息で引いた線の一端であることがうかがい知れる。 この段階では既に試

行錯誤を繰返すことはな く,彩 色に必要な形体上の指示のみを与えているといえる。

これ以前に別種の下描きもしくは型紙状のものあるいは高度に熟練 した職人的描写技

術が存在 しているはずである。

 次に線描に従 って彩色を行 っているが基本的な原則として,広 い面積での絵具の塗

り重ねを避けている。にかわのような水性接着剤を展色剤に利用すると,2層 以上を

塗り重ねたとき上層から与え られる水分が下層まで浸透 して下層の固着を妨害し,そ

の結果,互 に色が濁ったり形が崩れることがある。従 って水性絵具で塗 り重ねを行う

ときには,色 が重り合 う面積を必要最小限とすることが絵具の物性から受ける大きな

制約である。このチベット仏画の彩色技術は制約克服の条件を整えている。大綱にお

いて全体はいくつかの色の面に分割が出来,そ れぞれの色面は丁度地図の塗 りわけの

ように,原 則として隣…接する色面同士が細い輪郭線を界 して並置されている。2つ の

色はその境界線においてわずかに間隔を置いて配 されるか,た とえ重り合 って も幅1

ミリ前後である。5の 中央部分を例に見ると,向 って右側の8本 のやや明るい青色の

手 は一括 して一つの色面としてアズライ トの微粉で彩色 してあることをそのX線 写

真はよく示 している(写 真HN, HX参 照)。 また,8本 の手をまとて囲む輪郭線は

X線 の透過率が非常に高かったことを示す黒い線が見え,隣 …接する色面とはっきり境

界を作 っている。この部分は彩色段階で絵具(顔 料)が 塗られたことなく下図の墨線

がそのまま仕上りまで残 っている部分である。 こうした原理に従う以上,そ れぞれの

色は彩色にかかる前にあらか じめ調色したものを用い,画 面上で色を作ることはまれ

である。図像学的に色彩が意味を持つ宗教図像であり,そ れぞれの色について顔料の

配合比には法則性があったに相異ない。画面上で色を作 り出すのは台座の蓮辺,光 背

の一部,飛 雲などに見られる 「ボカシ」の部分にのみ顕著である。ここでは燕脂(紅),
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HN(目 録番号5の 部分) HX(同 左X線 写真)

ガンボージ(黄)な どの有機色素で白色面を着色する方法が多 く用いられ,青 色の場

合のみアズライ トの極微粉を添加した白を使用する。後者の場合は,前 者の場合より

中間の階調数が少 くなり,表 現方法自体に色味による差を作 っている。

 それぞれの色面の上に細い線や筆先で作る小さな点を用い,装 飾文様や細部の補助

線,輪 郭線の描き起 し(ト レース)な どの加筆を行 う。一回に加筆する色の面積が小

さいので,部 分によってはやや厚 く絵具をつけた線など多 く見出せる。しか し鉱石を

原料とし滑面のへき開面を持つ粗粒顔料,主 にアズライ ト,マ ラカイトを厚 く塗った

面や,硬 く表面が平滑な金属性顔料(朱,鉛 丹など)が 単独で用いられた色面はどう

しても接着不良,層 間剥離を生 じ易い。こうした色面への重ねはごく薄い層で大きい

色彩効果が得られる金や朱を主に用いる傾向がある。

 宗教画においては,主 尊像の顔の表現は観る人の注視を集め易いが,そ の表情表現

の方法は他の尊像と差異が認め られる。主尊の周囲に配された諸尊像の眼鼻等は,墨

または土性顔料を用いて比較的自由な線で描れており,X線 写真上では一部尊像の口

唇に朱を用いた個所以外 は顔立ちを推定することが出来ない。 これ に対し6を 除

く各図の主尊はすべて 眼と口の位置をX線 写真上で確認で き る(写 真AX-EX参

照)・ 眼の位置は1,3,4の3点 では強弱差はあるがX線 不透過 を示す白い映像で

(写真IN, IX),ま た5で は周囲(顔 面)よ り透過を示す黒い映像で現われている。
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1N(目 録番号1の 部分) IX(同 左 X線 写真)

前3者 は実体顕微鏡下での観察によると白色わずかに盛り上 りを伴うように置き,そ

の上に墨で瞳や服の輪郭を描き加えてある。 この白色 は 白土である。5は 濃暗青色

(粗粒のアズライ ト)を 眼の部分のみを残 して塗り,こ こに薄 く白の層を置いてやは

り墨と褐色の加筆を行っている。なお前3者 も同様に,顔 の肌色を塗るときは眼を残

して,の ちに白の加彩をしていることを確認 した。6は 主尊が多面像でありそれぞれ

の顔色によってやや扱いが異る。

 1の 右上角のような場所に一つの典型 を見ることが出来るが,図 像上 の厳密な制

約を受けにくい遠景風景の描写においても,X線 写真像 でみると樹木 の幹や雲はそ

れぞれ背景の空や山の色から切りぬいたように黒くX線 透過像を示している(次 頁

写真JN, JX)。 色の重ね合わせが技術的な難 しさを伴うという制約を前提として,色

の並置原則がこれらのチベット仏教画の彩色の基本原理 となっているといえよう。日

本を含めて中国文化の強い影響下に置かれた地域では,顔 料と展色剤ににかわを用い

補助的に有機色素を若干用いる絵具の基本構成はほぼ同一であるが,青 や緑の比較的

濃い色彩を広い面積に用いる傾向が,よ り並置原則への接近を高めている。青や緑は

濃色であるほど顔料は粗粒になり重ね合わせを難 しくするからである・

 一言付記すれば,昭 和56年9月 に開催 した 「青木文教師将来チベット文物の研究」

218



「

F㌔li1  「㌧t＼ ン、}女ll巾 ↑＼了1軽f'く ノ ト 仁1、1由iしノ〕fドL、'・L"† f「'1諸・レ 何こ1

JN q【 録 番 号6の 部分)          .IX qlll/i'1X糸泉'lj:貞)

       (と くに雲,Illリ ミの 、「∠:木な ど に注 意)

」L同研 究 会 で 本 稿 の ・部 をll頭 報 告 した と こ ろ,共 同研 究 員の 頼富 本宏 氏 よ り1あ る

尺か ら チベ ッ トの 仏 教絵 画 に は1[f色の ド塗 りが あ る と 聞 い た こと が あ るが,こ の よ う

な'}¥実 は確 認 で きな か った か?】 との質 問 を いた だ い た 、、そ の 後,5点 の標 本資 料 に

つ いて 人念 に調 べ て み た が,そ の よ うな 「拝実 は全 く認 め る こ とが 出 来 なか った 。 本調 .

陛の結 果か らは,17色 の 色 料 は鉱 石 顔料 の ア ズ ライ トの み しか 検 出 で きず,こ の 顔 料

は 粗 粒 で は ・範:ね塗 りの ド層 と して は適 当 な物 理 的 性 質 を 有 して い な い の で,中 明 色 よ

り濃 いrlゴ色 ド地 は実 在す る 可能性 が乏 しい よ うに 彦え られ る,,ご く淡 色 の もの は存 在

レ川 ∫能 を 全 く否定 し得 な い の で 今 後他 の 類 似 資 料 調 在の 際 に 留 意 して お き た い。
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